
平成20年度生理学研究所研究会 

細胞死研究の多面的、包括的理解に向けて 

日時：平成21年3月17日（火）〜 3月18日（水） 

場所：生理学研究所 1階会議室 

提案代表者：清水 重臣（東京医科歯科大学 難治疾患研究所） 

所内対応教員：岡田 泰伸（機能協関部門） 

  

プログラム 

3月17日（火） 
 

12：30-12：35 はじめに 

（5分）   清水 重臣（東京医科歯科大学難治疾患研究所） 

 

12：35-13：05 Fas下流分子の多様な生理機能 

（30分）   米原 伸 （京都大学大学院生命科学研究科） 

 

13：05-13：35 TNFシグナルに関与するアダプター分子による細胞死と炎症の制御 

（30分）   中野 裕康（順天堂大学医学部） 

 

13：35-14：15 NLRファミリー：新しい細胞死と炎症の接点  

（40分）   須田 貴司（金沢大学がん研究所） 

   <ショートトーク> ASC：新しいアポトーシスとネクローシスの接点 

茂谷 康 （金沢大学がん研究所） 

 

14：15-14：30 休憩 

（15分） 

 

14：30-15：00 Impacts of AIM (Apoptosis Inhibitor of Macrophage) on Metabolic Diseases and Beyond 

（30分）   宮崎 徹（東京大学医学系研究科疾患生命工学センター） 

 

15：00-15：30 膜形レクチンCD７２とBリンパ球アポトーシス 

(30分)   鍔田 武志（東京医科歯科大学疾患生命科学研究部） 

 

15：30-16：00 光タンパク質プローブを用いた生理機能の可視化と解析技術 

（30分）   小澤 岳昌（東京大学大学院理学系研究科） 

 

16：00-16：30 細胞死シグナルの多彩な生理機能 

（30分）   三浦 正幸（東京大学大学院薬学系研究科） 

 

16：30-16：45 休憩 

（15分） 

 

16：45-17：15 新規に同定したオートファジー機構の生理機能解析 

（30分）   清水 重臣（東京医科歯科大学難治疾患研究所） 



 

17：15-17：45 クロマチンリモデリングによるアポトーシスの回避機構 

（30分）   中山 敬一（九州大学生体防御医学研究所） 

 

17：45-18：15 マウスの発生段階でのプログラム細胞死 

（30分）   長田 重一（京都大学大学院医学研究科） 

 

18：15-18：25 今後の研究会のあり方 

（10分）    

 

3月18日（水） 
 

09：00-09：30 アポトーシス性細胞縮小の役割とシグナリング 

 (30分)   岡田 泰伸（生理学研究所） 

 

9：30-10：00 オンチップ１細胞培養計測システムを用いた１細胞への刺激と応答の解析 

（30分）   安田 賢二（東京医科歯科大学生体材料工学研究所） 

 

10：00-10：40 Aktの選択的機能制御 

（40分）   後藤 由季子（東京大学分子細胞生物学研究所） 

  <ショートトーク> JNK/p38 MAPK経路によるウイルス応答制御メカニズム 

   岡崎 朋彦（東京大学分子細胞生物学研究所） 

 

10:40-10：55 休憩 

（15分） 

 

10：55-11：25 小型魚類を用いたSAPK/JNKシグナル伝達系の解析 

（30分）   仁科 博史（東京医科歯科大学難治疾患研究所） 

 

11：25-11：55 パーキンソン病メダカモデル作製の試み 

（30分）   高橋 良輔（京都大学大学院医学研究科） 

 

11：55-12：25 異常蛋白質の蓄積がもたらすフィードバック機構 

（30分）   垣塚 彰（京都大学大学院生命科学研究科） 

 

12：25-13:25 昼食 

（60分） 

 

13：25-13:55 筋萎縮性側索硬化症(ALS)における運動神経細胞死と小胞体ストレス 

（30分）   一條 秀憲（東京大学大学院薬学系研究科） 

 

13:55-14:25 マウス組織でみられるプログラム細胞死の解析 

（30分）   辻本 賀英（大阪大学大学院医学系研究科） 

 

14:25-14:30 おわりに 

（5分）   清水 重臣 (東京医科歯科大学難治疾患研究所） 


